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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では，縦断的パネル調査および国際比較を通して，（1）インターネット上での行動内
容を 3 領域から測定する尺度の開発，（2）インターネット利用が，現実生活における社会性・
攻撃性及ぼす影響の分析，（3）インターネット上での行動内容に関する日本および韓国の特徴
の検討，の 3 点を実施した。これらの結果より，インターネットが個人に及ぼす影響は，イン
ターネット上での行動内容によって規定されることが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Purpose of this study was to examine the following three problems associated with 
Internet through longitudinal and cross-national survey. First, the triadic scales that 
measured the behaviors on the Internet were developed. Second, the effects of Internet use 
on sociability and aggression on real-life were investigated. Third, cultural differences in 
behaviors on the Internet between Japan and Korea were explored. Results suggested that 
differences between behaviors on the Internet determine the effects of the Internet on each user. 
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１．研究開始当初の背景 
 
（1）先行研究の動向 
現在，インターネット（以降ネットと略記）
は地域・世代を問わず多くの人々に利用され，
我々の生活の中に深く浸透している。こうし
た広範な普及を背景に，ネット利用が及ぼす
心理的影響に関しても注目が寄せられてき
た。しかし従来の心理学的研究では，“ネッ
ト利用は現実生活での対人的・社会的接触を
阻害し，孤独感や攻撃性を増大させる”など
のネガティブな影響を主張するものもあれ
ば，“ネット上でのコミュニケーションは，
他者との親密な交流を促し，現実での攻撃性
を低減させる”などのポジティブな影響を主
張するものもあり，影響の方向性（ネガティ
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ブか，ポジティブか）に関しては一貫した知
見は得られていない。 
これらの先行研究のほとんどは，利用時
間・頻度の多寡など，ネット利用の量的側面
のみに基づいてその影響を予測するもので
あった。しかし例えば，利用時間が同程度で
も，ネット上の他者と親密に交流し続ける場
合と，他者に誹謗・中傷を繰り返す場合では，
影響の方向性は大きく異なると推察される。
すなわち，従来の研究ではまだ十分に検討さ
れていないネット上での行動内容が，ネット
利用による影響の方向性を規定する要因と
なる可能性が考えられる。 
 
（2）申請者が行ってきた研究 
申請者はこの点に着目し，まず，ネット利
用者を対象とした半構造化面接やオープン
型ウェブ調査によって，実際にネット上でど
のような行動がなされているかについて検
討した。その結果，ネット上での行動内容は，
大きく「自己の表出」「他者との関係」「現実
生活とのバランス」の 3 領域に整理されるこ
とが明らかとなった。また各領域は，さらに
3 つの下位側面に分類されることも示された。 
続いて，ネット上での行動内容が，どのよ
うな過程を経て社会性・攻撃性に影響を及ぼ
すかを検討した。その結果，主として，自己
表現を通して自己を客観的に振り返る（自己
客観視）行動や，居場所となる集団に所属す
る（所属感獲得）という行動により，現実生
活での社会性は向上していくことが示され
た。しかし，没入的・依存的にネットを利用
し続ける（没入的・依存的関与）際には，現
実の対人関係は希薄化していた。さらに，他
者への誹謗・中傷を繰り返す（攻撃的言動）
ほど，周囲への攻撃性は増大することも示さ
れた。すなわち申請者が着目したネット上で
の行動内容が，現実生活への影響の方向性を
規定する要因となることが明らかとなった。 
 
（3）これまでの研究の問題点と本研究計画
のアプローチ 
  しかしこれまで申請者が行ってきた研究
は，いずれも一時点での調査に基づくもので
あり，変数間の因果関係を論じるには不十分
であった。したがって，これまでの研究知見
をより厳密に検討し拡張していくためには，
縦断的パネル調査を実施し，各個人内の変容
過程を時系列的に検討していくことが必要
となる。こうした縦断的パネル調査は，ネッ
ト利用の影響を扱う先行研究において，変数
間の因果関係を検討するための有効な方法
として用いられてきたが，いずれもネット上
での行動内容については検討していない。 
したがって，（申請者による独創的アプロ
ーチとしての）ネット上での行動内容と，（先
行研究で用いられてきたアプローチとして
の）縦断的パネル調査を組み合わせることで，
ネット利用が現実生活に影響を及ぼすまで
の過程について，より詳細な検討が可能とな
ると考えられる。 
加えて，ネット利用が社会性・攻撃性に及
ぼす悪影響は，北米では 90 年代半ばからす
でに深刻視されてきた（Turkle,1995；
Young,1996）が，近年では韓国でも，政府の
介入を必要とするほどの社会問題となって
いる。こうした現状を踏まえ，現実生活への
影響の方向性を規定するネット上での行動
内容について，情報技術の発展が著しい韓国
との間で比較を行う。そして，これまでの知
見を世界的にも応用可能なものへ拡張する。 
 
 
２．研究の目的 
 
  上記の背景を踏まえ，以下の 3点を本研究
の目的とした。 
 
（1）行動内容を測定する尺度の開発 
縦断的パネル調査および国際比較の実施
に先駆け，藤・吉田（2009）によって作成さ
れたネット上での行動内容に関する尺度項
目の改善，ならびに，信頼性・妥当性の検討
を行う。 
 
（2）ネット利用が社会性・攻撃性に及ぼす
影響の検討 
（1）で開発した尺度を用いて，ネット上
での様々な行動が，現実生活における社会
性・攻撃性に及ぼす影響について，約 12 ヶ
月の期間をおいた縦断的パネル調査を実施
し，検討する。 
 
（3）日本―韓国間でのネット上での行動内
容の比較 
  （1）で開発した尺度を用いて，ネット上
での様々な行動に関して，日本と韓国の間で
どのような差異が見られるかについて，比較
する。なお，どのような要因によって，行動
内容の違いが生まれるかについても，検討す
る。 
 
 
３．研究の方法 
 
（1）行動内容を測定する尺度の開発 
日本国内の高校 1・2年生を対象に，クロ
ーズ型ウェブ調査を実施し，360 名（男性 194
名，女性 166 名）の回答を得た。主な調査項
目は，藤・吉田（2009）によって作成された
ネット上での行動内容に関する尺度項目を，
修正・改善した 28 項目や，社会性および攻
撃性を測定する項目などである。 
 
  
（2）ネット利用が社会性・攻撃性に及ぼす
影響の検討 
  （1）の調査から，約 12 ヶ月の期間をおい
た縦断的パネル調査を実施した。すなわち，
（1）で調査に回答した日本国内の高校生 360
名を対象に，再度クローズ型ウェブ調査を実
施し，179 名（男性 101 名，女性 78 名）の回
答を得た。主な調査項目は，（1）で開発し
たネット上での行動内容を測定する尺度項
目や，社会性および攻撃性を測定する項目な
どである。 
 
（3）日本―韓国間でのネット上での行動内
容の比較 
  （2）の調査実施とほぼ同時期に，韓国の
高校生を対象にクローズ型ウェブ調査を実
施し，300 名（男性 150 名，女性 150 名）か
ら回答を得た。主な調査項目は，（1）で開
発したネット上での行動内容を測定する尺
度項目や，ネットそのものへの印象を測定す
る SD 法形容詞対，対人コミュニケーション
に対する信念を測定する項目などである。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）行動内容を測定する尺度の開発 
まず，調査に先駆け，藤・吉田（2009）が
作成した項目について，申請者および心理学
を専門とする大学教員の 2 名の合議により，
項目表現を修正し，冗長と考えられる項目を
削除するなどして，28 項目を作成した。その
30 項目について，日本国内の高校 1・2 年生
を対象としたクローズ型ウェブ調査を実施
し，360 名（男性 194 名，女性 166 名）の回
答を得た。 
ネット上での行動内容に関する項目につ
いて因子分析を行ったところ，藤・吉田
（2009）で示された因子構造とほぼ同様の因
子構造（3領域・9因子）が示された（Table 
1～3）。また，インターネット行動内容の各
因子について，α係数を算出したところ，い
ずれの因子でも十分に高い値が見られた。さ
らに，インターネット行動内容項目と関連す
ると想定される外的基準との相関を検討し
た結果，いずれも，有意な相関係数が示され
た。したがって本調査を通して，十分な信頼
性と妥当性を備えたインターネット行動尺
度を開発することができたと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Table 1 
インターネット行動尺度・“自己の表出”
領域に関する因子分析結果 
（主因子法・プロマックス回転） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Table 2 
インターネット行動尺度・“他者との関係”
領域に関する因子分析結果 
（主因子法・プロマックス回転） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Table 3 
インターネット行動尺度・“現実とのバラ
ンス”領域に関する因子分析結果 
（主因子法・プロマックス回転） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）ネット利用が社会性・攻撃性に及ぼす
影響の検討 
（1）で収集したデータと，（1）の調査か
ら約 12 ヶ月の期間をおいて実施したデータ
を用い，交差遅れモデルに基づいて，インタ
ーネット上での行動内容が，社会性および攻
撃性に及ぼす影響について分析を行った。 
その結果，まず社会性に関しては，Time1
での“自己開示”によって，Time2 での孤独
感が高められるが，その一方で，Time1 の“自
己客観視”は Time2 での孤独感を低減してい
 
 
 
  
ることが示された。加えて，孤独感の高さに
よって没入的関与や依存的関与が高められ
るというプロセスも示された。したがって基
本的には，藤・吉田（2009，2010）が示すよ
うに，ネットが社会性に及ぼす影響の方向性
（ポジティブかネガティブか）は，ネット上
での行動内容によって規定されていること
が明らかとなった。 
ならびに，現実生活における攻撃性（特に，
感情面での攻撃性）と，インターネット上で
の攻撃性および没入性は，相互に促進しあう
関係性にあることもまた示唆された。ゆえに，
Kraut, Kiesler, Boneva, Cummings, 
Helgeson, & Crawford（2002）が提唱した Rich 
get richer model のように，現実生活におけ
る攻撃性は，ネット上での関わりを通して，
より増幅・極端化されながら現実生活に還元
されていくというプロセスが見出された。 
 
（3）日本―韓国間でのネット上での行動内
容の比較 
（2）で収集したデータと，韓国の高校生
からのデータを用い，ネット上での行動内容
について比較を行った。 
 その結果，ネット上での“自己客観視”“依
存的関与”“非日常的関与”については，日
本の方がより多くみられることが示された。
一方，韓国では，“対人関係拡張”“攻撃的
言動”についてより頻繁に見られることが明
らかとなった。ゆえに日本では，日常生活か
ら解放され，自分を冷静に振り返る場として
ネットが利用されていながらも，一方でネッ
ト世界への依存という問題につながりやす
いことが見て取れる。これに対して韓国では，
幅広く対人関係を広げるための場としてネ
ットが用いられているが，同時に，利用者間
での衝突やトラブルにも発展しやすいとい
う特徴が見出された。これらの結果に，（2）
の知見も併せて考察すれば，日本ではネット
への依存性という側面を，韓国ではネット上
での攻撃性という側面を媒介して，社会性の
低下および攻撃性の増大をはじめとするネ
ガティビティが生じやすいことも予測され
る。 
なお，こうした行動内容の違いは，第一に
ネットそのものに対する印象，第二に対人コ
ミュニケーション全般に対する信念，第三に
既存メディアへの信頼感の違いによって説
明される可能性も示唆された。ゆえに各国の
文化的特徴や社会的状況は，ネット上での行
動内容に色濃く反映されていると考えられ
る。そして（2）からの考察を踏まえれば，
文化的特徴・社会的状況によって規定された
各個人の社会行動は，ネット上での様々な活
動を経て，さらに極端化された形で現実生活
に還元されていく可能性も推察される。 
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